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市民意見公募（パブリックコメント）の実施結果について 

件 名 
山陽小野田市人口ビジョン（素案）及び山陽小野田市まち・

ひと・しごと創生総合戦略（素案） 

意見募集期間 平成２８年２月１５日（月）～平成２８年３月１５日（火） 

公表した資料 

・山陽小野田市人口ビジョン（素案） 

・山陽小野田市まち・ひと・しごと創生総合戦略（素案） 

・両素案の概要 

意 見 の 件 数     ２人     ２９件 

 

意見の概要と市の考え方等 

１ 山陽小野田市人口ビジョン（素案）について（２人・１０件） 

項   目 意 見 の 概 要 市の考え方又は対応 

人 口 ビジョン全 体 を

通じて 

文明、文化、科学技術等

の発展により出生数は低下

し、人口減少は避けられな

いものがあり、今後はこうし

たことも念頭に分析・検討を

されたい。 

このたびの人口ビジョン及び

総合戦略の策定に当たりまし

ては、いただいた御意見のとお

り、経 済 発 展 に伴 う出 生 率 の

低 下とそれによる人 口 減 少を

前提として検討しております。

このことは、総合戦略(素案）の

１ページに記載しております策

定の趣旨において、「戦後の高

度経済 成長期に見られたよう

な人口の増加を望むことは困

難」との記述に現れています。 

人 口 の 変 化 の 他 市

比較（２ページ） 

表題を「県内市町の人口

変化率の比較」と記載した

方がよい。また、左（ｙ軸）の

単位を「変化率」と記載した

方がよい。 

御意見を参考に、よりわかり

やすい表現に改めます。 
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年齢３区分人口推移

（３ページ） 

総人口もデータにあるの

で、表 題 を「年 齢 ３区 分 及

び総人口の推移」とした方

がよい。 

 

御意見を参考に、よりわかり

やすい表現に改めます。 

雇用力と稼ぐ力の相

関図（１３ページ） 

業 種 の前 の数 字 は何 を

示しているのか。必要である

か。 

統計で用いられる日本標準

産業分類における中分類の分

類コードを参考として付けてお

りましたが、一般にはなじみが

薄 いものですので、削 除 し ま

す。 

 

完 全 失 業 率 の推 移

（１５ページ） 

中 段 の文 書 の表 現 を わ

かりやすく改めてはどうか。 

御意見を参考に、よりわかり

やすい表現に改めます。 

 

年齢別・介護度別介

護サービス利用者数

（２３ページ） 

絶対数を示しているが、

そのほかにその年代の人口

に占める割合を示して、県

あるいは全国と比較した状

況を記してはどうか。 

ここでは、高齢者の増加によ

り医療・社会保障費用が増大

することの一例として、本市の

年齢別・介護度別介護サービ

ス利用者数の資料を掲載して

おります。 

この人口ビジョン・総合戦略

は、人口減少の抑制に向けた

取組を計画するものですので、

要介護認定者数の他市との比

較など介護保険事業の詳細に

つきましては、高 齢 者 福 祉 計

画など個別の計画の中で検討

してまいります。 
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産業・雇用への影響

（２４ページ）関係 

人力に代わって機械化・

ロボット化が進展することに

より、失業者の増加が懸念

される中で、専門的技術を

持つ技術者の養成が必要

である。 

製造業が集積する本市とし

ましては、御意見のとおり人材

育成が必要であると考えており

ます。 

このことは、総合戦略(素案）

の４ページから６ページにかけ

て、総合戦略の基本目標とし

て、「ひとづくり」をテーマにした

地方創生、山口東京理科大学

を活用した地方創生を掲げて

おり、今後更に同大学の教育

研究環境を充実させ、人材育

成の強化を図り、グローバルな

思考ができる地域のキーパー

ソンとなる人材の育成を推進す

ることとしております。 

地 方 行 政 への 影 響

（２５ページ） 

本文中「２００９年」とある

が、次ページのグラフでは

和暦になっており、統一した

方がよい。 

本文の表記を和暦に改めま

す。 

住みたい理由のグラ

フ（３０ページ） 

理由に「地元」とあるが、

「地元への愛着・誇り」として

はどうか。 

アンケートでは、理由を自由

記述していただきましたので、

地元であることを理由とした記

述を「地元」としてまとめました

が、御意見のとおり地元への愛

着があってのことですので、「愛

着」を加えます。 

 ページ番号がグラフと接

触している。 

見やすくするため、調整を行

います。 
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２ 山陽小野田市まち・ひと・しごと創生総合戦略（素案）について（２人・

１９件） 

項   目 意 見 の 概 要 市の考え方又は対応 

文 書 の体 裁 と用 語

の解説について（全

体） 

用 語 の解 説 を言 葉 が出

たときにそれぞれ解 説して

いるが、見た目で煩雑にな

り見にくい。最後にまとめて

記 載 してはどうか。体 裁 を

整えた方が見やすくなるし

理解しやすくなると感じる。 

お読みいただく際にページ

を往復していただく手間を省く

ことを意図していましたが、言

葉によっては解説文が長いも

のもあり、見づらく感じられるこ

とがあるかもしれません。本文

の体裁を整えることと併せて、

巻末にまとめて用語の解説を

記載します。 

策定の趣旨（１ペー

ジ） 

もう少し簡潔に述べた方

がよい。 

御意見を参考に、よりわかり

やすい表現に改めます。 

総 合 計 画 との関 係

について（３ページ） 

「総合戦略は」は「この総

合戦略は」とした方が明確

になると感じる。 

御意見を参考に、よりわかり

やすい記述に改めます。 

用 語の解 説につい

て（１４ページ） 

「インターンシップ」に関

す る 用 語 解 説 用 の 注 記

（※）は 、 １９ ペー ジ にある

が、１４ページが初 出 であ

る。 

１４ページにおいて注記を行

います。 

創業支援制度の新

設（１５ページ） 

市独自のものか。有効な

支援策を具体的に検 討す

る必要がある。 

市独自の制度の導入を検討

しております。施策への御提案

として承ります。 
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山口県のＵＪＩターン

創 業 セ ミ ナ ー へ の

参加（１５ページ） 

市が参加するのか。全国

から参加者を募って参加さ

せるのか。 

ＵＪＩターン創業セミナーは、

山口県内でＵＪＩターン創業を

希望される方を対象として、東

京で開催されるものです。これ

に本市もＵＪＩターン先の市とし

て参加し、創業者を呼び込む

取組を行うものです。 

農 業 振 興 に関 して

（１６ページ関係） 

総合戦略の基本目標及

び具体的施策展開に農業

問題の１項を挿入すべきで

ある。 

このたびの総合戦略は、人

口流出の流れを変えること、少

子化の流れを変えること、住み

良いまちをつくることを視点とし

た取組を計画するものです。 

農業に関する計画は、人口

減少対策に限らない、より幅広

いものとなりますので、市の最

上位計画である山陽小野田市

総合計画の中で定めておりま

す。 

農業地域は少子高齢化

により担い手が不 足 し、耕

作放棄地が増加している。

全国から定年退職者を受け

入れてはどうか。 

農 業 の担 い手 確 保 や定 住

促進への施策に対する御提案

として承ります。 

東南アジア等から将来的

に永 住 者 とすることも視 野

に入れ、農業従事者を受け

入れてはどうか。 

出 入国 管 理 及び難 民 認 定

法による在留資格の制限など

課題があると考えます。御提案

として承ります。 
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転入奨励金事業（２

２ページ） 

新たに住宅を取得した人

だけでなく、そのほかにも優

遇措置はとれないか。例え

ば、住民税の補助等。 

転入促進に関する施策への

御提案として承ります。 

市民病院参加にお

ける分 娩 取 扱 件 数

（３３ページ及び４２

ページ） 

現状値(H26)が病院事業

改革プランにおける実績値

と異 なっているのではない

か。 

最新の数値(現状値)を確認

しましたので、最新の数値を記

載します 

子 ども医 療 費 助 成

制度の対象者数（３

３ページ） 

目 標 値 が大 幅 に増 大 し

ている（現 状 値 の３．７倍 ）

が 、 対 象 年 齢 を 上 げ る の

か。 

現 在 小学１年 生から小 学３

年生までとしているものを、小

学１年生から中学３年生までに

拡充することを予定しておりま

す。 

に ぎ わ い や 交 流 を

生 み出 す「まち」の

活性化（３８ページ） 

２段落目は１段落目の観

点を拡大しているだけなの

で、段落を区切らず１段落

に続けるべきと考える。 

御 意 見 を参 考 に、より読 み

やすい記述に改めます。 

地 域 包 括 ケ ア シ ス

テ ム の 構 築 （ ４ ３ ペ

ージ）関係 

高 齢 者 の 増 加 に 伴 う 介

護 従 事 者 、施 設 等 の不 足

が懸念される。経費の増大

も考 えられるが、対 応 を願

いたい。 

高齢者が住み慣れた地域や

家庭で安心して暮らせる環境

の構築については、このたびの

総合戦略では必要性を掲げて

おります。必要な計 画や具 体

的 施 策 など詳 細につきまして

は、高齢者福祉計画など個別

の計画の中で検討してまいりま

す。 
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障 害 の あ る 人 が 安

心して自立できる環

境づくりの推進（４３

ページ） 

部分的ではなく、町全体

をバリアフリーとする必要が

ある。インフラ整備には多大

な予算が必要であるが年度

計 画 を立 てて確 実 に推 進

する必要がある。障がい者

にやさしい町は、高齢者に

も優しく子どもにも優しい町

となる。優しい町を作り上げ

人を呼び寄せることが大事

であろう。 

バリアフリー施策に対する御

提案として承ります。 

その他 本市の活性化には公共

事業による社会資本の大幅

な投資が必要である（厚狭

川 の水 害 対 策 、石 山 公 園

の登 山 道 の拡 幅 、寝 太 郎

堰
ぜ き

の改修等）。 

本市の活性化に向けた御提

案として承ります。 

新幹線厚狭駅中心に周

辺 整 備 と主 要 道 路 網 の整

備（ＪＲ山陽本線の高架化、

山陰自動車道等の道路網

の整備）により、周辺地域の

活性化が可能となる。 

ＪＲ厚狭駅周辺地域の活性

化に関する御提案として承りま

す。 

 老 朽 化 し た 江 汐 湖 た め

池の改修と、それに併せて

小水力発電事業の実施、ま

た、公園施設の整備を検討

されたい。 

江 汐 湖 及 び江 汐 公 園 に関

する御提案として承ります。 
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 埴 生 干 拓 の有 効 利 用 、

遊 休 農 地 の活 用 を検 討 さ

れたい。 

埴生干拓に関する御提案と

して承ります。 

※項目ごとに整理して記載しています。 


